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平成12年度第２回ＣＲＤセミナー 
日 時：2月14日（水）10:20～11:30 
場 所：創設10周年記念産学交流室(T202) 
共 催：共同研究推進セミナー実行委員会、 
        ＣＲＤセンター研究協力会 
総合テーマ：新熱電材料の開発 
 テーマⅠ：21世紀の新素材 －熱電変換材料－ (l0:20～l :30)  
電気電子工学科教授 城谷  一民 
 
テーマⅡ：熱電変換材料の新展開 －充填スクッテルダイト化合物－ (10:30～10:50) 
電気電子工学科助手 関根ちひろ 
 
 テーマⅢ：CoP3の熱電特性 (10:50～ll:00)  
電気電子工学専攻博士前期課程２年 秋田  仁也 
 
 テーマⅣ：新しい半導体材料 －球状太陽光発電材と高効率熱電材－ (11:00～11:30) 
客員教授(京都セミコンダクター㈱無重力利用研究所所長) 稲川  郁夫 
 
企業技術者、本学教職員､学生の皆様のご来聴をお願いいたします。 
 
【研究紹介】 
 
太陽光発電システムの最大電力取得制御 
電気電子工学科 助手 高原 健爾 
 
科学技術の発展とともに、人類が消費するエネル
ギーは増大し続けており、温暖化など地球規模での
環境問題が深刻化している中、太陽光や風力などク
リーンな自然エネルギーを効率よく活用するための
技術の普及が望まれている。特に、太陽光発電シス
テムは、設置のための制約が少なく、騒音も出ない
などの生活環境上のメリットも大きい。しかし、一
方で太陽光発電は一般に効率が低く、その発電電力
は日射量や温度などの環境変化の影響を大きく受け
るので、常に最大電力を取得するための制御が必要
となる。つまりは、太陽電池を設置して、ただ負荷
をつなぐだけで思ったように電力を供給してくれる
というものではないのである。 
太陽光発電の出力電力特性というのは、最大電力
点を頂上とする山型になっている。最大電力取得制
御法としては、動作点を一定の幅で少しずつ上下に
変化させて、頂上（最大電力点）までもっていく
“山登り法”と呼ばれる方法が一般的に用いられて
いる。この山登り法はシステムの詳細な特性を必要
とするわけでもなく、単純に実現できる方法である
が、動作点の変化幅を大きくすれば短時間で最大電
力点に到達できるが、頂上付近でうろうろすること
になってしまうし、変化幅を小さくすれば頂上での
行儀はいいが到達時間が長くなってしまう。まして、
日射量、温度などの気象条件、あるいは負荷などの
環境が変動すると、それに伴って特性の山の形が変
わってしまうとなればついてゆくのは難しくなる。 
頂上への到達時間を短くして、なおかつ頂上で行
儀良くしてくれる方法はないものだろうか？単純な
のは、山の傾きに合わせて動作点を変化させる幅を
変えるというものであろう。しかし、データから差
分をとって傾きを求めてみても、雑音の影響でなか
なかうまくはいかない。そこで、我々は山型の出力
電力特性を無理やり直線で表すことにして、測定し
たデータからその直線のパラメータを適応アルゴリ
ズムで推定し、得られた傾きに比例させて動作点の
変化幅を決定するという“適応山登り法”を考えた。
単純な方法だが、結果は非常に良好である。また、
時々刻々とシステム特性を検出しているので、あら
かじめ詳細な情報が必要なわけでもないし、天候や
負荷が変わっても即座に対応できる。現在は、「暑
い夏にほどよく冷えたビールを飲むための太陽電池
駆動型クーラーボックス」という実用的な応用を検
討している。 
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